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                        Summary

 The author investigated the relation between the 

shape of stigma and the number of pollen grains 

on the stigma by hand-pollination together with 

the number of seeds, and on the pollen tube growth 

and on the hour of fertilization in Cucumis melo L. 

var. reticulatus NAUD. (Earl's Favourite) in green 

house. Two strains, Spring No. 1 and Summer No. 

2 were used as the materials for this investigation, 

 1. In comparison of the exposed portion of sti-

gma between Spring No. 1 and Summer No. 2, it 
was found that the space of the latter was always 

wider than that of former. 

 2. A staminate flower has approximately from 

9, 600 to 13, 000 pollen grains. 9O0-1, 100 grains of 

them were pollinated by hand-pollinatoin to the 

stigma of Spring No. 1, and 1, 0001, 500 were to 

that of Summer No. 2. 

 42.6% of these pollen grains were germinated in 

20 minutes after pollination, 85.1% of the pollen 

grains in 30 minutes, and 92% in 60 minutes.

 3. About 385 seeds of the melon fruit were 

obtained in Spring No. 1 after its ripening, and 510 

seeds in Summer No. 2. When the castration was 

carried out, above 560 seeds were produced even 

with Spring No. 1. It seems to be due to the diffe-

rence of the flower-type between two strains. 

 4. The pollen tubes grew to a length of 227,a 

in 30 minutes after the pollination, 728,a in one 

hour, 2,240a in 2 hours, and the average length 

of pollen tube growth in the style was 9001, 000 

a per hour. 

 5. In 4 hours after pollination, the pollen tube 

traveled from the stigma to the base of the style 

(with an average length of 4 mm in case of Earl's 
Favourite), after the pollen tube entered the ovary. 

 In 1518 hours after the pollination, it was found 

near the surface of placenta, and in 24 hours after 

pollination a great number of ovules were seen 
indicating that the fertilization was over.

1.緒 言

わが国の温室メロン栽培においては,現 在種子の確保

はもつばら自家採種に頼つている。この場合,果 実当た

りの含有種子数にある程度の季節的変化が見られ,一 般

に冬期の中ごろから初春にかけては種子数が少なく,夏

から初秋にかけては多いことが知られている。しかしそ

の理由は明らかでない。

他方,果 実発育に深い関係を持つと考えられる花粉発

芽,花 粉管伸長あるいは受精などに関してはウリ科植物

についてもこれ まで多 くの研究が行なわれてきたが,生

体内における観察についてふれたものは'3,4,6・9・11・15)比較

的少なく,と くにメロン種(C初 伽伽s伽 θZo:L.)を 材料
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と した もの で は,MANN&ROBINSON(8)(1951)の 露 地

栽 培 種(C.耀ZoL.搬 γ.γ6'蜘1α 如sNAUD)に つ い て

の 報 告 が あ る に 過 ぎ な い 。

今 回 は 温 室 栽 培 種 に つ い て,そ の 管理 上 の 資料 を得 る

目的 で,こ れ らに 関 す る2,3の 調 査 を 行 な つ た の で結

果 を 報 告 す る。 本 調 査 を 行 な うに 当 た つ て,北 海 道農 試

の早 瀬 広 司 技 官 よ りは 懇 切 な る ご教 示 を い た だ い た 。 謹

んで 感 謝 の 意 を 表 す る。

II.材 料 お よ び 方 法

材 料 に は,現 在 わ が 国 温 室 メ ロ ンの唯 一 の 経 済 品 種 で

あ る ア ー ル ス,ヘ ボ リ ッ ト(C.〃3θ10L.搬 γ.γ痂o協 α加s

NAUD.,Earl'sFavourite)の 中 の 春系1号self7,夏

系2号self4の2系 統 を 用 い た 。

1965年10月 よ り予 備 調 査 を 開 始 し,'67年4月,同8
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月,'68年5月 の3回 それ ぞれ適系統

を定植して,各 系統 と受粉数種子数そ

の他について調査 し,花 粉行動その他

についてはそれらと平行 して随時調査

したo

受粉作業はすべて室温が25℃ に達

したとき行なつた。それは春秋では7

時過ぎ,盛 夏は6時 過ぎであつた。こ

の時刻には開繭がほぼ完了するのと,

先の人工培地における発芽試験(10)の

結果から,こ の温度がアー一ルス種の花

粉発芽ならびに管伸長に:最適と判断し

たからである。しかし実験の期間を通

じて晴天 日には日中の室温は次第に上

:昇して,春 は30～32。C,夏 は33～35。C

となつた。 ただ し夜間 は夏が23～

200C,冬 は21～18。Cで あつたが18。C

以下にはなつていない。

1.雌 花 の形 態 と柱 頭 露 出部

アールス種ほか網 メロン系の品種は

雌花とよんでいるものも両性花で,雄

ずいが発達して柱頭が十分現われにく

い場合がある。この柱頭露出の多少は

時期別系統に見られるため,そ の点で

対照的な前記2系 統について各20花

をとり,そ れぞれ1花 ずつ対照させて

肉眼判定による柱頭露出部分の比較を

行なつた。

器管各部の大きさについては,春 系

雌花の中で発芽中庸と思われるものを

選び,そ の断面について測定 した。

2.雄 花 花 粉 粒 数 と受 粉 粒数

お よび 発 芽 率

雄花花粉粒数の調査には,発 育中庸

と思われる春系雄花15個 を用 い,花

粉はスライ ド上にアセ ト・カー ミン液

で洗い落 とし染色したものを,網 ミク

ロメーターによつて全粒を数えた。

受粉粒数の調査には春,夏 両系とも

各10雌 花を用いた。受粉は1雌 花当

た り1雄 花を配 し,花 弁を除いた雄花

の花梗を持つて柱頭に当て,2～3回 そ

の上を転がす ようにしながら花粉が柱

頭露出部になるべ く多 く付着するよう

に注意 して行なつた。受粉後前回同様

 Fig. 1.2. Upper portion of hermaphrodite flower of C. melo 

var. reticulates. A, Stigma. B, Anther. Fig. 1. Spring No. 1. 

Fig. 2. Summer No. 2. Fig. 3. Comparison of femal flower. 

Left, Pistillate fl. (cantaloupe). Right, hermaphrodite fl. Fig. 5. 

Growth of pollen tube, l hr. after pollination. Fig. 8. Tip of 

pollen tube on the surface of placenta, 16 hr. after pollination. 
x600 Fig. 9. Ovule, 24 hr. after pollination. X 100 Fig. 10. 

Trace of pollen tube, 36 hr. after pollination (marked by an 

arrow). X 100
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の方法でスライド上に花粉を集めて数えた。その際,自

花雄ずいの花粉中にも柱頭に移されたものが若干あると

属われたが,や むを得ないものとして付着花粉はすべて

そのまま数えた。

柱頭における花粉発芽率については,春 系雌花20個

を開花前日除雄袋掛けし,翌 朝受粉後ふただび袋掛けを

行ない10,20,30,60分 経過ごとに各5個 を採取 し,柱

頭部を1NHCI,60。Cで 解離 コットン・ブルー染色後

押しつぶして調査した。一一般には花粉管の長さが花粉の

直径と同等か,ま たは2倍 以上になつた場合をもつて発

芽とされるが,本 実験では計数を簡単にするため,わ ず

かでも管伸長を始めたものは発芽花粉 として数えた。

3.系 統別 種 子 数

春,夏 両系の雌花各20個 につ き,受 粉粒数調査の場

合と同様の受粉を行なつた後袋掛けし,完 熟後収穫 して

しいなを含むすべての種子数を数えた。完全種子 としな

いなの区別は1粒 ごとに圧して内容の有無を確めた。

4.花 粉 管 伸 長 の 速 度

受粉後10,20,30分,1,1.5,2,2.5,3,4時 間の

各経過時間ごとに採取した雌ずいについて,発 芽伸長し

た20個 以上の花粉管長を測定 し,伸 長の平均速度を求

めた。材料はは じめ15μ のパラフィン埋蔵切片 としゴ

ットン・ブルーで染色後測定 したが,こ の方法では伸長

した花粉管が途中で切断 される点を考慮 し,そ の後は生

のまま,あ るいは1NHC1で 解離後 コットン・ブルーま

たは沃度沃度加里液で染色,押 しつぶ したものをミクロ

メーターによつて測定 した。

5.受 精所 要 時 間

受粉後5,6,7,8,9,10,12,15,18,21,24時 の

各経過時間ごとに子房の横断ならびに縦断面を15μ の

パラフィン切片につくり,花 粉管の侵入位置および受精

の有無を調査 して受精所要時間を決定 した。

III.実 験 結 果

1.雌 花 の形 態 と柱 頭 露 出部

春系雌花の開花時における各部の大きさを測定 した結

果は図4に 示す とおりで,柱 頭先端から花柱基部までの

長さは約4mm,子 房縦径は1.5～1・8cm,横 径1cm前

後,胎 座は子房の中央に1.2cm程 度を占めている。夏

系はこれより僅かに小さい傾向があつた。

柱頭露出部の多少を春,夏 系20組 について比較した

結果は,す べて春系1号 く夏系2号 となつて夏系の露出

が春系より多いことが認められた。露出の割合は春系1

号の柱頭は1/3程 度があらわれているのに対して,夏 系

2号 では1/2程 度露出していることが観察された。

2.雄 花 花粉 粒 数 と 受

粉 粒数 お よび 発 芽 率

春系1号 の雄花花粉粒数を

調べた結果は表1の とおりで

ある。最少は9,600粒,最 多

は13,000粒 余で15個 体の平

均は11,300粒 であつた。このほかに2%弱 の空虚花粉

を含んでいた.な おこの調査方法では果して全花粉をと

らえ得たか疑問で,あ るいはなお1～2%は 顕微鏡の視

野に入らなかつたものがあるかとも思われたがそれ以上

にはならないと考える。

続いてこれと同様な雄花を用いて春,夏2系 統の雌花

に受粉 した結果,柱 頭に付着した花粉粒数は表2の とお

りで,春 系1号 では約900～1,100粒 を,夏 系2号 では

1,000～1,500粒 を数えた。 これに よると春系柱頭には

花粉数が少なくつき,夏 系柱頭には多 くついて系統によ

る両者の差が明らかである。

受粉一定時間後の花粉発芽率を調べた結果は図6の と

おりである。受粉10分 後では発芽個体数はきわめて少

なく16.5%で あるが,20分 後には42.6%発 芽 し,30・

Table. 1. Number of 

 pollen grains obta-

 ined from staminate 

 flower in Spring No. 

 1.

Fig. 4. The size of 

 hermaphrodite flower 

 (Earl's Favourite). 

S, s : Stigma and style 

   p : Placenta 

   o : Ovary

Table. 2.' Comparison of the number of pollen 

        grains on stigma between Spring No. 

        1 and Summer No. 2 by hand pollina-

        tion.
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分後には85・1%と な り,1時 間後には92%に 達 した。

しか しその後はあまり大きな変化はな く,15時 間後でも

93.2%と わずかに増 した程度に過ぎなかつた。

3.系 統 別1果 当 た り種 子 数

春,夏 系統別に収穫後その含有種子数を調査した結果

は表3の とお りで,春 系は平均385粒 で夏系の平均510

粒に比較 してかな り少な く,し かもしいなの割合は多か

つた。 しかし前もつて除雄して受粉 した場合は春系果実

でも平均560粒 の採種が出来た。

4.花 粉 管 伸 長 の 速 度

柱頭で発芽 した花粉管はまもなく乳頭組織の中に侵入

し,蛇 行 しなが ら次第に伸び,そ の長さは受粉20分 後

には67.5μ 程度とな り,30分 後には227.4μ,1時 間後

には728μ,2時 間後では2,240μ となり,3.5時 間ある

いは少なくとも4時 間後には花柱の基部に達 して4,000

μ以上の伸長を行なつた。したがつて花柱内における管

伸長の速度は,受 粉後30分 では450μ/h程 度であつたが

受粉1時 間後には730μ/hと な り,2時 間から2・5時 間

後には1,120μ/hか ら1,170μ/h前 後に早まり,こ れを

過ぎても花柱内ではほぼ同程度かややおくれる速さで伸

長していた。

5.受 精 所 要 時 間

子房の横断 な らびに縦断面の観察によれぽ,受 粉10

時間後には胚珠に近い胎座の所々に花粉管の侵入してい

るのが散見され,15～18時 間後にはいつそ う多 くの管が

見られた。花粉管ははじめ子房の中心部を進み,や がて

三出している胎座の空洞表面か,空 洞の表面直下を走つ

ている柔細胞中を進むかのいずれかが多い(図8)。 そし

て受粉21～24時 間後には受精を終えたと思われる胚珠

が多数見られた(図9)。 さらに36時 間後には,胚 珠の

入口付近から胚嚢に通ずる花粉管の形跡が見え(図10),

受精がすでに完了していることを示していた。

IV.考 察

1.雌 花 の形 態 と くに 柱頭 露 出部 と雄 花花 粉

粒 数,受 粉 粒 数 と の 関 係

今回の調査でアールス種の雌花の柱頭露呈の多少が,

季節に関連のある系統間にあらわれていることを知つた

が,こ れはまた受粉粒数の上からも明らかになつた。す

なわち交配に用いた春系雄花とほぼ同型花の花粉数の調

査例では9,600～13,000粒 を数え平均11,300粒 で,そ

の変異の幅は必ずしも小さいとは思われないが,こ れを

自家ならびに夏系2号 に受粉した場合,自 家柱頭では概

数で900～1,100粒 を,ま た夏系柱頭では1,000～1,500

粒を数え,そ の平均は前者が1,000粒,後 者は1,250粒

であつた。したがつて自系受粉の場合を基準とすれば,

夏系に受粉 した場合は25%多 い花粉が付着 して,夏 系

の柱頭の受粉面がそれだけ大きいことを示していた。

柱頭形態の差違は発育後の果実外観にも影響すると思

われる。収穫後の果実の花痕部を比較すると春系果実で

は夏系果実のそれ より直径で3倍 あるいはそれ以上に拡

大 している例が多い。 これらから考えると柱頭露出の多

少は,花 柱を含む柱頭 自体の発育の良否に基 くもので,

これを左右する要因はおそらく遺伝的なもの以外に,花

器の発育段階における環境条件 とくに温度,あ るいは栄

養関係の適否などが影響 しているのではないか と想像し

ている0

2・ 柱 頭 に お け る 花 粉 発 芽 率

MANNら(8)は 露地栽培のキャンタロープ種(P.M.R.

No・45)の 場合,花 粉は柱頭で短時間のうちに発芽する

と述べているが,発 芽率につい てはふれてい ない。

VASIL(15)(1950)は ヘチマ(Lπ∬αo夕〃η6γ∫oαM.ROEM),

Fig. 6. Germination perentage of 

 grain after pollination.

pollen

Table. 3.   Comparison 

produced from

of the number of 

two styains.

seeds

Fig. 7. Growth curve of pollen tube in vivo.
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ニ ガ ウ リ(!協0初0γ4∫0αo加 一

γα撹fαL.)な どの 柱 頭 に お

け る 花 粉 発 芽 が90%あ る

い は,そ れ 以 上 に及 ぶ とい

うが,そ の時 間 的 経 過 に つ

い ては,明 らか に して い な

いo

温 室 メ ロ ンで は今 回 の実

験 結 果 か ら,柱 頭 で少 な く

とも90%以 上が発芽することは確かであり,し かもそ

の率に達する時間が受粉後30分 から1時 間の範囲と見

られるので,こ の発芽率ならびに時間的経過は,上 記の

種類 とほぼ同様 と見てさしつかえないであろう。

著者が先に実施 した培地(寒 天1%,シ ョ糖10%,pH

6.5,Bお よびCaな どは加えてない)を 使つての発芽

試験では30分 後に65%,1時 間後では76%で,90%

以上の発芽率に達するのに3時 間を要 したのと比較する

と,花 柱内での伸長のほうがはるかに早い。そしてこれ

と同様な観察は トウガラシ(5)でも認められ報告されてい

る。

3.系 統 に よ る 種子 数 の 多 少

春系1号 果実の種子数が夏系のそれに比較 して少ない

のは,柱 頭の受粉数において2系 統間に差が見られた場

合 と似た傾向にある。また表3に よれば春系果は夏系果

に比してしいなを多 く含んでいるが,こ れは完全種子を

少なくしている直接の原因となつているであろう。この

しいなの発生理由の一つとして花粉数の不足があるので

はないかと考える。

4.花 粉 管 伸 長 の 速 度 に つ い て

柱頭から組織内に侵入した花粉管は花柱の通導組織を

下降し,や がて花柱基部では細く集つて子房に向つて進

行するが,そ の際の花粉管伸長の速度については,早

瀬(3・4)(1950)は カボチャで,VASIL(15)は ヘチマ,ニ ガ

ウリで調査報告している。それによると,カ ボチャでは

C.粥 礁 吻 α を母 とす るF1

で23mm程 度 の 花 柱 内 を

5時 間 で,C.魏oso加 如 を

母 と す るF1で は23～24

mmの 花 柱 を4時 間 で,ま

たC.ρ6ρoを 母 と したF1

の場 合 は16mm程 度 の 花

柱 を3時 間 で 伸 長 した とい

う。 ま た ヘ チ マ の場 合 は1

分 当 た り15μ,ニ ガ ウ リは

7μ の 伸 長 を した とい う。

これから各1時 間当た りの速度に換算したものが表4で

ある。アールス種の花粉管伸長速度は受粉直後はやや遅

いが,受 粉1時 間後には720μ,2時 間後には1時 間当

た り1,170μ とな り,そ の後はわずかにおくれるかまた

は同様で,平 均900～1,000μ 程度の速 さで伸長し,温

室 メロンはカボチャより遅いがニガウリよりは早 く,ヘ

チマとほぼ同程度の速さであることがおかつた。そして

これはBRINK(1)(1924)の い うS字 曲線にもいくぶん近

い形をとつている0

5.受 精 の 所 要 時 間 に つ い て

子房内にはいつた花粉管が胎座の空洞表面を胚珠に向

つて伸びる様子 につ いて,MANNら は,子 房内の裂け

めの中にクモの巣のようにきらきら輝いているのが肉眼

で見える……と述べているが,著 者の観察ではそれは認.

められなかつた。

ウリ科の受精に要する時間的経過については,こ れま

でKIRKWOOD(6)(1906),早 瀬,MANNら,VASILら が

調べているが,そ の中ではもつ とも短時間内に受精する

と思われるのはカボチャで,早 瀬の調査では9～11時 間

と推定され,こ れに続 くもの とのてはKIRKWOODの 調

査 した1協oγα吻 θ漉 の19時 間であ ろ う。 また,も つ

とも長時間を要す るのはCッ01α勅 θγαの41時 間であ

る。他のヘチマ,ニ ガウリなどについてはVASILは 双

方 とも24時 間であるといい,メ ロンはMANNら の調べ

たキャンタロープ種 も温室栽培種 もともにそれらと同様

Table 4. The growth of the pollen tuble per hour in the Cucurbitaceae.

Table 5. The time required for fertilization in the Cucurbitaceae.
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に24時 間程度で受精するものと思われる。

受粉15～18時 間後で胎座の各所に多数の花粉管が見

られたのに,24時 間前後経過 したもの以外に受精完了の

胚嚢がまつたく見られなかつたのは,花 粉管が胚珠の付

近に達 した後胚珠内に侵入 し受精するためには,こ れま

でより多 くの時間を必要 とする別の要因があるためであ

ろ うと想像される。

V.摘 要

温室メ戸ン,ア ールス種の春系1号,夏 系2号 を用い

て,柱 頭形態 と受粉粒数ならびに種子数 との関係,お よ

び花粉管伸長と受精時間などについて調査 した。

1・ 春系1号 に比較 して,夏 系2号 では柱頭の露出が

若干多 くなつている。

2.春 系雄花は9,600以 上13,000粒 の花粉を持つて

いる。これを 自殖すると1交 配当たり900～1,100粒 が

受粉され,夏 系に受粉した場合は1,000～1,500粒 が受

粉された。これらの花粉は,い ずれ も受粉20分 後には

42.6%が 発芽 し,30分 後では85・1%が,ま た60分 後

には92%が 発芽 した。

3・ 成熟後の春系果実からは平均385粒 を採種 したが,

夏系のそれからは510粒 を採種できた。なお除雄して受

粉 した場合は560粒 以上が得られた。これらの理由の一

つ として柱頭露出部の多少が影響すると考えられる。

4・ 花粉管は柱頭受粉30分 後には227μ に伸長し,1

時間後には728μ となり,2時 間後には2,240μ となつ

て,花 柱内で900～1,000μ/hの 伸長を示 した。

5・ 受粉4時 間後には花粉管は柱頭から花柱基部(ア

ールス種では平均4mm程 度の長さ)に 達 し,続 いて子

房に入 り,受 粉15～18時 間後には胎座の表面付近に多

く見られた。そ して受粉24時 間後には受精完了を示す

ところの胚珠が多数見られた。
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